
平成２８年度に取り組んだ献血推進事業について 
【鹿児島県】 「平成28年度九州ブロック学生献血推進協議会統一イベント」 

【2.内容】県庁表敬訪問、九州ブロック学生献血推進協議会研修会、 
      九州ブロック学生献血推進協議会統一イベント等 
【3.実施日・場所】平成28年9月10日（木）鹿児島市民文化ホール 
【4.対象者】応募者（若年層中心） 

【5.実施手順】  ①開催日時実施決定  ②実行委員会開
催・内容検討  ③共催・後援団体への申請  ④広報・募集
開始  ⑤当選通知案内（メール）  ⑥イベント当日 
【6.実施に際して苦労したこと】 
・プログラム構成の調整が難しかった。応募者の確保。 
【7.予算額】 約7,000,000円 （九州ブロック血液センター予算） 
【8.来場者】676名（関係者含む） 
【9.効果（評価）】 
・来場者の献血協力：イベント後【9/15（木）～10/31（月）】 
              受付47名・採血34名 
・学生献血推進協議会メンバーの意識が向上した。 
 特に県外のメンバーとの連携が強まった。 
【10.改善点、11.今後の課題】 
・学生献血推進協議会メンバーの活動のPR方法 
・若年層の初回者献血者の確保 

【1.目的】 
九州各県で活動する学生献血推進協議会の活動発表や献血の基礎知識、基準などクイズ形
式で楽しく学んでいただくことにより、将来の血液事業を担う若年層に献血への関心と理解を深
めていただき、安定的かつ持続的な献血協力者を確保すること。 
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平成２８年度に取り組んだ献血推進事業について 
【鹿児島県】 「キッズ献血」 

【2.内容】いのちや血液・献血についての学習、献血模擬体
験、施設見学、アンケート記入、記念撮影 
【3.実施日・場所】平成28年7月22日（金）～24日（日）計6回 
           鹿児島県赤十字会館 
【4.対象者】小学４～６年生 
 
【5.実施手順】 ①開催日時実施決定 ②実行委員会開催 
 ③関係団体（教育委員会等）後援申請 ④広報・募集開始
（学校訪問等） ⑤応募者への連絡・調整 ⑥イベント当日 
【6.実施に際して苦労したこと】 
・参加者の確保（曜日の偏り等） 
【7.予算額 】 300,000円 
【8.来場者】 小学生123名・保護者等156名 
【9.効果（評価）】（アンケート結果から） 
内容について：大変良かった&よかった（94.6％） 
よかったこと（上位3つ）：献血模擬体験、施設見学、けんけ
つのしくみ 
【10.改善点（又は問題点又は反省点）】 広報 
【11.今後の課題】内容の充実、参加者の確保 
 

【1.目的】 
血液製剤の国内自給及び安定的な供給体制を維持するため、近い将来献血可能年
齢に達する若年層（小学４～６年生）に対し、いのちや血液・献血についての重要性
や血液センターの役割について理解を深めてもらう。 
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平成２８年度に取り組んだ献血推進事業について 
【鹿児島県】 「学生献血推進協議会等ボランティア団体の活動について」 

学生献血推進協議会 
 

【1.目的】 
 各学内献血の献血推進活動の充実と思想普及活
動の強化，学生の自主的な献血推進活動の育成 
【2.構成人数】 
 78人（大学，専門学校生等により平成２年11月に
結成。） 
  ※Ｈ29.10.1現在 

【3.昨年度の主な活動内容】 
７月：「愛の血液助け合い運動」街頭キャンペーン， 
   「キッズ献血」への応援 
９月：九州ブロック学生献血推進協議会統一イベン 
      ト 
10月：ハロウィン献血，宮崎県学生献血推進協議 
       会との合同研修 
12月：全国学生クリスマス献血キャンペーン 
２月：バレンタイン献血 
３月：ホワイトデー献血     

～献血ありがとう～いのちをつなぐ友の会 
 

【1.目的】 
 輸血の経験談等を，献血セミナーで講演した
り，献血情報誌へ寄稿することで，献血の重要
性や命の大切さを直接的に訴える。 
【2.構成人数】 
 29人（病気や怪我で輸血を受けたことがある
患者やその家族により平成25年１月に結成。） 
  ※Ｈ29.10.1現在 

【3.昨年度の主な活動内容】 
通年：献血情報誌（ＡＢＯネット）への寄稿（年2回発行） 

 ９月：九州ブロック学生献血推進協議会 
   統一イベントでの講演 
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平成２９年度に実施予定の献血推進事業について 
【鹿児島県】血液教育事業 

 
【2.予定内容】 
事業を県薬剤師会に委託する。 
県薬剤師会は，会員の学校薬剤師を学校に派遣し，中学３年生の生
徒に対して，パンフレットやＤＶＤ等を用いて，献血に関する講話をす
る。 
【3.実施日・場所】通年，県内150校  
【4.対象者】中学３年生 
【5.昨年度実績】県内144校  11,784名 
 
【6.実施手順】  
 ①県 県薬剤師会に事業委託 
 ②県薬剤師会 → 学校薬剤師を学校に派遣  
   学校薬剤師が講話実施 → 事業評価報告書を県に提出 
 ③県 事業の評価 
【7.予算額】1,193千円  
【8.目標（効果）】 
血液に関する正しい知識を身につけ，献血の重要性を理解してもらう。 
【9.実施に向けた課題】 
委託事業を継続するため，県薬剤師会と連携を図る。 

様式は、あくまで例示です。図や写真等も活用し、できるだけわかり
やすく、かつ詳しく作成してください。  
２枚以上になっても構いません。 

【1.目的】 
本事業は，将来にわたり若年層が安定的に血液需要を支えていくために，献血年齢に
達する直前の中学３年生に対して，学校薬剤師が講話等を通じて，血液に関する正し
い知識や献血の重要性を教育することを目的とする（昭和62年度から事業開始）。 
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